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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期第１四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第１四半期 2,294 3.9 93 △30.7 117 △26.1 56 △45.6 

29年３月期第１四半期 2,207 22.6 134 － 158 － 103 － 
 
（注）包括利益 30年３月期第１四半期 96 百万円 （460.1％）   29年３月期第１四半期 17 百万円 （21.0％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期第１四半期 5.82 － 

29年３月期第１四半期 10.68 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年３月期第１四半期 14,006 7,938 51.5 742.20 

29年３月期 14,247 7,882 50.3 737.76 
 
（参考）自己資本 30年３月期第１四半期 7,207 百万円   29年３月期 7,166 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
29年３月期 － 3.00 － 4.00 7.00 
30年３月期 －         
30年３月期（予想）   3.50 － 3.50 7.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

 

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 
第２四半期（累計） 5,000 14.8 340 21.8 360 16.1 240 19.5 24.71 

通期 10,500 2.1 750 4.4 800 3.6 540 3.0 55.60 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期１Ｑ 12,909,828 株 29年３月期 12,909,828 株 

②  期末自己株式数 30年３月期１Ｑ 3,198,258 株 29年３月期 3,196,134 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期１Ｑ 9,712,282 株 29年３月期１Ｑ 9,715,530 株 

 

 
 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ

「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用や所得環境の改善が続く中で、政府の経済政策と日銀の

金融緩和政策を背景に、企業収益が改善するなど、緩やかな回復基調が続いています。一方で、米国新政権の政策

面での不安や英国のEU離脱交渉の動向、中東情勢の先行き懸念などから、依然として景気の先行きは不透明な状況

が続いています。 

 こうした状況のもと、当社の主要顧客であるセメント業界においては、公共工事・建築着工が全国的に好調に推

移している中で、耐火物事業については、生産性向上およびコスト削減に取り組んだものの、原料費高騰の影響も

あり、売上高、利益面ともに前年同四半期を下回る結果となりました。 

 プラント事業については、海外経済の回復に伴う企業収益の改善により、設備投資環境に回復の兆しが見られる

ものの、不採算工事の売上集中と保証工事の影響もあり売上高・利益面ともに前年同四半期を下回る結果となりま

した。 

 建材及び舗装用材事業については、一部の工事が前年度からこの第１四半期にずれ込んだ影響で、売上高・利益

面共に前年同四半期を大幅に上回る結果となりました。 

 以上の結果、当第１四半期連結累計期間における連結業績は、売上高2,294百万円（前年同四半期比3.9％増）、

営業利益93百万円（前年同四半期比30.7％減）、経常利益117百万円（前年同四半期比26.1％減）、親会社株主に

帰属する四半期純利益56百万円（前年同四半期比45.6％減）となりました。 

 

 セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

（耐火物） 

 耐火物事業につきましては、当第１四半期連結累計期間の売上高は958百万円（前年同四半期比9.0％減）、セグ

メント利益は25百万円（前年同四半期比77.4％減）となりました。 

（プラント） 

 プラント事業につきましては、当第１四半期連結累計期間の売上高は754百万円（前年同四半期比2.5％減）、セ

グメント利益は１百万円（前年同四半期比97.3％減）となりました。 

（建材及び舗装用材） 

 建材及び舗装用材事業につきましては、当第１四半期連結累計期間の売上高は505百万円（前年同四半期比

60.4％増）、セグメント利益は40百万円（前年同四半期は15百万円のセグメント損失）となりました。 

（不動産賃貸） 

 不動産事業につきましては、当第１四半期連結累計期間の売上高は63百万円（前年同四半期比12.5％増）、セグ

メント利益は35百万円（前年同四半期比10.8％増）となりました。 

（その他） 

 主に、外注品等を販売する事業であり、当第１四半期連結累計期間の売上高は12百万円（前年同四半期比44.2％

増）、セグメント利益は０百万円（前年同四半期比65.8％減）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

（資産の状況） 

 流動資産は、たな卸資産、現金及び預金が増加したものの、受取手形及び売掛金が減少したことなどにより、全

体としては8,731百万円（前連結会計年度末比428百万円減）となりました。固定資産は、有形固定資産が増加した

ことなどにより、全体としては5,274百万円（前連結会計年度末比187百万円増）となりました。その結果、資産合

計では、14,006百万円（前連結会計年度末比240百万円減）となりました。 

（負債の状況） 

 流動負債は、短期借入金などが増加したものの、未払法人税等、賞与引当金が減少したことなどにより、全体と

しては4,193百万円（前連結会計年度末比305百万円減）となりました。固定負債は役員退職慰労引当金が増加した

ことなどにより、全体としては1,874百万円（前連結会計年度末比８百万円増）となりました。その結果、負債合

計では、6,067百万円（前連結会計年度末比297百万円減）となりました。 

（純資産の状況） 

 純資産はその他有価証券評価差額金、利益剰余金が増加したことなどにより、7,938百万円（前連結会計年度末

比56百万円増）となり、自己資本比率は51.5％（前連結会計年度末比1.2ポイント増）となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当第１四半期は、上記のとおりでありますが、平成29年５月12日発表の第２四半期連結累計期間及び通期の業績

予想に変更はありません。

 なお、業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後様々な要因により、予想数

値と異なる可能性があります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(平成29年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,425,918 2,754,027 

受取手形及び売掛金 4,178,248 3,298,409 

有価証券 294,042 196,565 

たな卸資産 1,921,582 2,256,486 

その他 340,912 226,962 

貸倒引当金 △757 △636 

流動資産合計 9,159,946 8,731,815 

固定資産    

有形固定資産    

土地 2,042,300 2,041,396 

その他（純額） 1,421,397 1,586,167 

有形固定資産合計 3,463,698 3,627,563 

無形固定資産 70,294 73,616 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,363,445 1,397,595 

その他 206,000 183,813 

貸倒引当金 △16,149 △7,736 

投資その他の資産合計 1,553,296 1,573,672 

固定資産合計 5,087,289 5,274,853 

資産合計 14,247,235 14,006,668 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,093,476 1,110,878 

電子記録債務 1,243,696 1,230,062 

短期借入金 930,000 1,020,000 

1年内償還予定の社債 70,000 70,000 

未払法人税等 229,869 13,404 

賞与引当金 275,500 131,375 

役員賞与引当金 750 415 

製品保証引当金 26,624 91,509 

工事損失引当金 12,375 7,013 

その他 616,409 518,371 

流動負債合計 4,498,702 4,193,028 

固定負債    

社債 820,000 820,000 

株式給付引当金 4,143 4,858 

役員退職慰労引当金 211,558 215,713 

退職給付に係る負債 557,354 540,079 

資産除去債務 48,088 48,173 

その他 225,153 246,129 

固定負債合計 1,866,297 1,874,954 

負債合計 6,364,999 6,067,983 
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    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(平成29年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成29年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 877,000 877,000 

資本剰余金 306,791 306,791 

利益剰余金 6,266,229 6,284,437 

自己株式 △592,040 △592,698 

株主資本合計 6,857,980 6,875,530 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 307,872 332,357 

繰延ヘッジ損益 509 － 

その他の包括利益累計額合計 308,382 332,357 

非支配株主持分 715,873 730,796 

純資産合計 7,882,236 7,938,685 

負債純資産合計 14,247,235 14,006,668 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

 当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 2,207,458 2,294,265 

売上原価 1,681,911 1,712,840 

売上総利益 525,546 581,425 

販売費及び一般管理費 390,790 488,096 

営業利益 134,755 93,328 

営業外収益    

受取利息 34 1,331 

受取配当金 22,537 22,890 

その他 7,256 2,384 

営業外収益合計 29,828 26,606 

営業外費用    

支払利息 2,567 2,372 

為替差損 1,590 － 

リース解約損 1,312 － 

その他 727 546 

営業外費用合計 6,198 2,918 

経常利益 158,385 117,017 

特別利益    

固定資産売却益 － 11,195 

特別利益合計 － 11,195 

特別損失    

投資有価証券売却損 － 1,521 

災害による損失 10,440 － 

特別損失合計 10,440 1,521 

税金等調整前四半期純利益 147,945 126,692 

法人税、住民税及び事業税 19,954 8,075 

法人税等調整額 20,816 48,325 

法人税等合計 40,770 56,401 

四半期純利益 107,174 70,290 

非支配株主に帰属する四半期純利益 3,372 13,796 

親会社株主に帰属する四半期純利益 103,802 56,493 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

 当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益 107,174 70,290 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △89,606 26,946 

繰延ヘッジ損益 △298 △509 

その他の包括利益合計 △89,904 26,437 

四半期包括利益 17,270 96,727 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 16,970 80,468 

非支配株主に係る四半期包括利益 299 16,258 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

一般債権の貸倒見積高の算定

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実積率等が前連結会計年度に算定したものと著しい変化がないとみとめられ

るため、前連結会計年度末の貸倒実積率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

 

 

（追加情報）

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引） 

 当社は、当社の株価や業績と従業員の処遇の連動性をより高め、業績向上への意欲を高めるため、従業員（当社子

会社の従業員を含む。以下同じ。）に対して自社の株式を給付するインセンティブプラン「株式給付信託（Ｊ－ＥＳ

ＯＰ）」制度（以下、「本制度」という。）を導入しております。 

(1)取引の概要 

 本制度は、予め当社が定めた株式給付規程に基づき、一定の要件を満たした従業員に対して当社株式を給付する仕

組みであります。従業員に対して給付する株式については、予め設定した信託（以下、「本信託」という。）により

将来分も含めて取得し、信託財産として分別管理しております。 

(2)会計処理 

 「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号 平成27年

３月26日）を適用し、本制度に関する会計処理といたしましては、本信託の資産及び負債を当社の資産及び負債とし

て貸借対照表上に計上する総額法を採用し、本信託が所有する当社株式を連結貸借対照表の純資産の部において、自

己株式として表示しております。 

(3)信託が保有する自社の株式 

 当第１四半期連結会計期間末日（平成29年６月30日）現在において、本信託が所有する当社株式の帳簿価額73,556

千円、株式数は259,000株であります。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  耐火物 プラント 
建材及び 
舗装用材 

不動産 
賃貸 

計 

売上高                  

外部顧客への

売上高 
1,053,424 774,283 314,861 56,079 2,198,649 8,809 2,207,458 － 2,207,458 

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

344,856 － 311 3,590 348,758 － 348,758 △348,758 － 

計 1,398,280 774,283 315,172 59,669 2,547,407 8,809 2,556,216 △348,758 2,207,458 

セグメント利益

又はセグメント

損失（△） 

114,246 54,643 △15,393 32,411 185,908 2,048 187,957 △53,201 134,755 

（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、外注事業等を含んでおります。 

２ セグメント利益の調整額△53,201千円には、たな卸資産の調整額△53,201千円が含まれております。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  耐火物 プラント 
建材及び 
舗装用材 

不動産 
賃貸 

計 

売上高                  

外部顧客への

売上高 
958,748 754,612 505,116 63,082 2,281,560 12,705 2,294,265 － 2,294,265 

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

243,018 － 62 3,772 246,853 － 246,853 △246,853 － 

計 1,201,767 754,612 505,179 66,855 2,528,413 12,705 2,541,119 △246,853 2,294,265 

セグメント利益 25,767 1,445 40,145 35,904 103,262 701 103,964 △10,635 93,328 

（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、外注事業等を含んでおります。 

２ セグメント利益の調整額△10,635千円には、たな卸資産の調整額△10,635千円が含まれております。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 
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